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中性子ラジオグラフィとして、放射化させた金属箔をイメージングプレート(IP)に転写する手法が開発さ

れている。IP スキャナの特性と、得られるイメージング画像との関係を評価するために中性子照射試験を

実施した。IP並びに IPスキャナの種類やスキャナの検出器設定値により、画像輝度や画像の S/N比などの

特性が異なることを確認し、実用性を評価した。 
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1. 緒言 

高γ線環境下で有効な中性子ラジオグラフィ法として、中性子で放射化させた金属箔をイメージングプ

レート(IP)に転写し、IP に転写した像を IP スキャナで読み取り、デジタル画像を取得する手法（金属箔 IP

転写法）が開発されている[1]。医療・工業分野では、X 線ラジオグラフィ用に多くの IP やスキャナが製品

化されているが、金属箔 IP 転写法に適用する場合、金属箔の放射化量と転写時間と IP の種類、スキャナ

の検出器の電圧設定値で読み取りデジタル値は大きく変わるため、スキャナの特性と画像との関係を明確

にしておく必要がある。ここでは汎用のデンタル用 IPスキャナの金属箔 IP転写法への適用性を評価した。 

2. 金属箔 IP転写法確認試験 

IPスキャナ（Typhoon FLA7000、Multi Gauge：

富士フイルム社）を用いて IPを読み取った結果

が報告されている[1]。新たにデンタル用 IPスキ

ャナ（VistaScan Combi View（VS）、DBSWIN：

デュールデンタル社）を用いて金属箔 IP転写法

の確認試験を行った。試験では、ASTM規格の

インジケータ、金属箔に Dy 箔を使用し、サイ

クロトロン加速器中性子源を用いて、4.9×

102~1.5×105(n/cm2/s)の中性子を照射した。2 種

類の IP（Bas IP MS及び SR: 富士フイルム社）

にそれぞれ転写し、IPスキャナの検出器電圧値をパラメータにして読み取り比較した(図 1)。 

3. 結論 

中性子束と IPに蓄積される放射能量とは比例関係にある。このため、Dy箔を用いた IP転写法でデンタ

ル用の IPスキャナを用いた際も、中性子の照射時間、冷却時間、転写時間、IPの種類、読み取りの電圧設

定を明確にして校正することで画像輝度から、照射した熱中性子フラックスを広いダイナミックレンジ 4.9

×102~1.5×105(n/cm2/s)で測定できることを明確にし、実用性があることを確認した。 
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図1 IP読み取り輝度値と蓄積放射能量計算値との関係 
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